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11 月

タスキでつないだ27km
秋晴 れに恵まれた10月26n 、県北中学佼（菅原 弘校長）で、校内駅伝大会を行

いました．クラス毎にチームを編成し、合計15チームか参加して日頃の緯習の成果

を罷禅、熱恥を展開しました．



63年度

表　 彰 晴れの受賞を祝う

▲功労者の曾さん

私
た
ち

の
町

の
発

展
に
貢

献
さ

れ
た

皆

さ
ん
を
表
彰
す
る

「
昭
和
六
十
三
年
度
国

見
町
表
彰
式
」
が
、
十
一
月
二
日

午
前
十

時
か
ら
町
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
式
で
は
。
長
い
間

、
地

方
自
治
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
六
人
の
功
労
表
彰
者
を
は
じ
め

、

十
二
人
に
八
島
助

役
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

～
須
田
寛
一
さ
ん
ら

十
二
人
を
表
彰
～

こ

の
表

彰

式
は

、
町

表
彫
纔

定

に

よ

り
、
本

町

の
政

治
、
経

済
、

産
業

、

文
化

、
吐

会

な
ど
町

政

各
般

に
わ

た

・
て

、
町

政
の

振
興

、

発
展

に
尽
く

さ

れ
た
な

々

を
顕

彰

す

る
も
の
で

、

（

’
印

で
二

十
二

回
目

奇
迎

え
ま

し
た
．

今

彫
は

．
功

労
表

彰
と

し
て
．

消

防
団
μ

の

裂
田

寛
一

さ
ん

、
ａ

藤

孝

．
さ

人
心

六
人

が
受

賞
、
淬

行
表

彰

は
G

 
､

 

ぎ

Ｍ

卜

公
川

さ
ん

、
人
命

救
助

の
中
村

．
郎
さ
ん

‘６
八
人

が
受

賞
し

ま
し

た

中
什

さ
ん

は
、
山

る

．．．
川
十

二
日
．

自
宅

冱
く

の
観
月

台
公

園
の

池
で
動

け
な
く

な
『

て

い
る
男

性
を
救

助
し

た
も

の
で
す

．

町

発
展
の

た

め
、
そ

れ
ぞ

れ
の
分

野
で

尽
力

さ
れ
て
き

た
受

賞
者

一
人

ひ
と

り
に
八
島

助
役

か
．‐
り
表
彰
状

と

・記
念
品

か
噌

ら
れ
ま

し

た

．

受
賞

者
を

代
政
し

て
斎
藤

牟

．
さ

λ
か
．

、栄

え
あ
る

宵
を

い

た
だ
き
、

た

い
へ
ん
光

栄
で

す
．．
今
Ｈ
の

感
激

を
吁

に
銘

じ
、
ヘ
ズ
浅
も
・町

発
展

の
だ

め
努
力
い
た
し
ま
す
Ｊ

と
謝
辞
を
述

べ
て
表
彰
式
を
終
え
ま
し
た
。

受
賞
青
の
杵
さ
ん
の
功
績
を
眸
え

る
と
と
む
に
、
今
後
も
引
き
続
き
閥

兄
町
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
。和
い
い
た
し
ま
す
。

表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん

（

敬

称

略

）

「
」
功

労

表

彰

▽
須
田
　
寛
一
（
消
防
団
員
）

▽
斎
藤
　
孝
一
｛
消
防
団
員
｝

▽
吉
田
　
輝
雄
（
町
廠
μ

）

▽
吉
田
　
俊
江
（
町
職
八
）

▽
谷
津
美
代
子
（
町
職
八
）

▽
木
口
　
絹
子
（
町
職
員
）

［
］
善

行

表

彰

▽
佐

藤
　

義
正

（
郎

落
会

長
）

▽
村

上
　

公
月

（
部

落
会

長
）

▽

安
藤
　

正
重

（
納

税
貯
蓄

組
ぺ
‥
長
）

▽

菅
野
　

正
也
｛
納

悦
貯
蓄

組
べ
い
妊
｝

▽

中
村
　

一
郎

（
人

命
救
助

）

▽
志

村
　

清
一

（
人

命
救
助

）



渡
辺
和
人
君

か
ず
ひ
と

小
坂
小

五
　
年

に

福
島
県
教
育
長
賞

～

県

統
計

グ
ラ

フ
コ

ン
ク

ー
ル
～

十

月
一
．十

日
、
会
沖

若
松

巾
の

県

世
会
津

体
育

館
で

「
第
．一一一
十
八
回
福

島
県
統

計
大
会

」

が
開
催

き
れ
、

そ

の
席
上

、
小

坂
小

学
校
五
乍

の
渡

辺

和
人
君

か
福
島

県
教
育

委
員

会
教

育

長
賞
を

受
賞

し
ま
し

た
．

こ

の
統
計

グ
ラ

フ
コ

ン
ク
ー

ル
は
、

統
計

に
関
心

を
持

っ
て
も

ら
お
う

と

福
島

県
か
毎

年
実
施

し
て

い
る
も

の

で
、

日

ご
ろ

の
私

た
ち
の
身

の
回

り

の
動
き

を
統
計

的

に
と
ら
え

、
具

体

的
に

グ
ラ
フ
で

表
現

し
、

人
々
に
訴

え
る
の
か
統
計
グ
ラ
フ
で
す
。

ま
た
、
統
計
功
労
者
と
し
て
、
谷

津
富
夫
さ
ん
（
町
職
μ

、
統
計
従
事

歴
九
年
）
か
、
長
年
の
努
力
か
認
め

ら
れ
、
県
統
計
協
会
長
友
彰
を
受
け

ま
し
た
。

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞

者
と
表
題
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（

敬

称

略

）

◆
教
育
長
賞

渡
辺
　

和

人

（
小

坂
小

五
年
）

『
く

ら
し
の

中
の
紙

し
ら

べ
』

◆
仕
作

佐
藤
芙
美
子

（
小
坂

小
二
年

）

『
れ
い
ぞ
う
こ
の
あ
け
し
め
し
ら

べ
』

鴨
田
　
潰
敏
　
（
小
坂
小
四
年
）

『
渠
樹

づ
く
り

の
劣
働

時
間

』

◆
努
力
賞

田
村
知
佳
子
　
｛
小
坂
小
六
年
｝

後
藤
亜
也
子
　
｛
小
坂
小
六
年
｝

『
電
話
は
友
達
』

伊
達
地
方
統
計
功
労
者
に

斎
藤
ヒ
サ
子
さ
ん

六

卜
‥．．年

度
伊

達
地
力

統
計
功

労

者

と
し
て

、
斎
Ｉ

ヒ
サ
7
.
き
ん

｛
山

崎

字
舘
東

｝
が

、
伊
達
地

方
統

計
協

会
よ

り
表

彰
さ

れ
、
十
月

二

十
一
日
．

役

場
町
長

宝
で

八
島
助

役
か

ら
表
彰

状

と
記
念

品
か

伝
達
さ

れ
ま

し
た
．

斎
藤
さ

ん
は

．
畏
年

、
町
統

計

調

介
ａ

と
し
て
各
唾
統
計
業
務
に
た
ず

き
わ
り
、
そ
の
功
績
か
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

武
田
　
衛
さ
ん
ら
受
賞

～
県
交
通
安
令
県
民
人
会
～

十
月
一
。十
五
日
、
第
ニ
ト
七
回
県

交
通
安
令
県
民
大
会
が
相
馬
市
民
会

館
で
開
催
さ
れ
。
席
Ｌ

．
当
町
か
ら

七
名
が
交
通
安
全
功
劣
青
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
人
会
で
は
、
交
通

事
故
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
袿
会

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
努
力
す
る

こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
　
（
敬
称
略
》

◆
交
通
安
全
功
労
者

武
田
　

衛

佐
藤
　
三
男

◆

優
良

運
転
者

大
津
　
昭
一
　
松
浦
　
久
男

小
池
　
幸
助
　
野
村
　
和
夫

阿
部
　
重
正

●教育長賞を受けた渡辺君と作品

▲八鳥肋役から表彰状を伝達される斎驛さん

Ａ県交通安全県民大会（相馬市民会館）

伸びよう 伸ばそう 青少年

あなたのまちで わたしのまちで

11月は全国青少年健全育成強調月間



昭

和

六

十

四

年

成

人

者

来
年
一
月
十
五
日
成
人
式

来
年
一
月
十
五
日
の
『
成
人
の
日
』

に
は
町
の
成
人
式
か
行
わ
れ
ま
す
。

対
象
者
は
、
昭
和
四
十
三
年
四
月

二
日
か
ら
四
十
四
年
四
月
一
口
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
、
町
内
在
住
者
で

す
。
た
だ
し
。
希
望
す
れ
ば
肖
町
出

身
の
町
外
在
住
青
で
も
出
席
で
き
ま

す
。
早
め
に
敦
育
委
員
会
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

十
一
月

。
凵
現
在
の
予
定
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。
氏
名
に
誤
り
や
記

載
も
れ
か
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ

（

眥
八
五
一
一
二

．
一
　

内
線
二

一

二
　

有
線
四

一
七

匸

一
敬

称

略

）

口
蒔
田
地
区
5
5
名

武
　
川

裕

子

後

藤

孝

信

成

………

祥

子

徳

げ

紀

子

秦
　
　

広

笑

石

川

裕

谷

後

藤

冊
　
バ

遼

藤

祐

子

…．`

城

叺

か

村

木

．艮
　
一

松

浦

山
ｔ
冫
ｒ

人

槻
　
　

透

人

村
　
　

弘

半

澤
　
　

勉

鴨

田
　
　

篤

佐

藤
　
　

武

古

内

幸

子

杉

崎

佐

枝

ｒ

渡

部

直

山
｝

中

條

久
ｔ

ｆ

内

村
　
　

勉

蓬
　

田
　
　

剛

渾
　

日
　

治
　

．
．
．

佐

ａ

唏

４

宍
　

戸
　

ゆ

か

り

菊

地

防

幸

女

部
　
　

し

人

嶢

ほ

る

み

齊

藤
　
　

剛

鳥

磽

山

笂

ｆ

佐

藤

恵

丈

．Ｆ

小

沼
　
　

満

佐

久

川

洋
　

Ｆ

加

島

妬

男

菊

地

繁

之

大

内
　
　

７

眞

塩

裕

之

鳥

嚆

矢
瓦
子

鈴

木

昭

弘

齋

藤

義

彦

桴

地

方

叺

佐

藤

木

人

．八‥

ね

久
峰
Ｆ

占

川

ｔ

保
ｆ

佐

藤

允

’ｒ

ぺ

鳥

山
充
子

八

鳥

什
余
子

隘
　

川

憲
　

一

人

呱
　

ひ
と
Å

縁

Ｌ

諄

鳥

ｎ

懣

．１

亟
　
　

和

４

谷
　

卜
　
町

也

恥
　

囗

萸

川

後

藤
　
　

虞

【
】
小
坂
地
区
　
1
8
名

沾

水

奈
晧
ｆ

ｋ

尾

泰

乖

穴

野

貞
泗
１

後

藤

ｒ

歳

佐

藤

裕

子

渡

邊
　
　

仁

渡

邊

匙
佐
ｆ

竹
　
野

俊

行

古

内

恵

ｘ
」

鴨

川

信

Ｆ

齊

係
　
　

功

人
　
町

八
ゆ
き

野

村

雉
　
．
．

阿

部
　
　

裕

阿

部

笂
Ｗ
’ｒ

鴨

Ⅲ

１
代
ｆ

笹

木
　
ひ
ろ
み

竹

野

弘

笂

口
森
江
野
地
区
3
2
名

鈴

木

竹

山
）

．
．の
輪

Ｍ

Ｆ

佐

藤

昭

保

渡

邊

利

江

尺

小

£
‥

織

片
久
川

と
佐
．ｒ

遠

４

勝

則

￥

鳥

明

廴

伊

藤
　
　

紀

占
　
田

ｔ
印
ｆ

佐

献
　

。

枝

寺

島
　
　

透

齋

碑

信

雄

咋

野

賢

治

制

野

尚

笑

人

波

山

佳

菊

地

敏

江

菊

地

幸

ｒ

…。ｈ

崎

再

織

佐
久
川

由

ｔ

菊

地

宏

そ

佐

ｓ

ち
づ
子

大

戸

嚊

笑

佐

藤

玲

子

村

上

み
ち
よ

小

池
　
　

智

村

上
　
　

畝

菊

地
　
一
　
ｎ

岩

崎

直

樹

近

江

十

江

菊

地

由
紀
子

佐

藤

久
笑
子

口
大
木
戸
地
区
　
1
3
名

も
　
川

栄

了

星

野

博

か

″’‥

藤

敏

行

後

麟

畩

ｆ

鳥

橋

硲

毅

赤

間

鳶

俎

騎

池

矢

好

佐

藤

什
7
‐

遠

藤

尢

１

作

４

律

子

酒

吽

ほ

寛

八

島

義

則

や

澤

隆

志

口
大
枝
地
区

４
名

小

林

八

代

小

林

秀

’卜

占
　
川

乱

μ

木

付

什

ｆ

「
高

齢

者

健
康
づ
く
り
教
室
」

が
開
催
さ
れ
る

町

保
健
課

と
町
継

康

づ
く

り
推

進

協
謎
会

が
主

催
し

た

。第

二
回
高

齡

者
健

康
づ
く

り
教
室

』
は

、
十
月

二

十
四

日
か

ら
二
十
六

日
ま
で

の
Ｉ．一
口

間
、

町
民
体

育
館

で
開
催

さ
れ
ま

し

た

。栖

島
市
吐

会
教
育

指
碑

員
の
佐

藤

キ
イ

さ
ん

か
講
師

を
務

め
、
延

べ
八

十
人

が
受
講

し

た
こ
の
敦
室

で

は
、

座
り

な
が

ら
で
き

る
簡
単

な
体
操

や
、

柔
軟

体
操
、

数
え

歌
に
合

わ
せ
て

の

リ

ズ
ム
体
操

な

ど
を
行

い
ま
し

た
。

ま

た
。
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
な

ど
も

あ

り
、
受
講

者
の

皆
さ
ん

は
楽

し
み

な

か
ら
快

い
汗
を
流

し
て

い
ま

し
た

。▲好岬だった鰉癲教室



冷害による被災者に対する｢税｣の減免について(お知らせ)

冷害により、特に甚だしい被害をうけ、納税が極めて困難な方

趣　　　　 旨 今年の異常気象により、特に甚だしい被害をうけ、納税が極めて困難と露められる方の町県民税と

国民健康保険税を、その災害の程度に応し、税額の一部又は．全部を減免するものです．

減免となる税目 ●町県民税（第３期・第４期）※均等割は除く。

●国民健康保険税（第３期・第４期）

減 免 の 基 準

被 害 額 の 算　出　基　準

・農作物の被害額が平年における農作物の収入の

合計の３割以上であるもの

※被害額とは、被害による損失額から共済等の受

取金を差し引いた残りの額をいいます

前年中の合計所得金額

180万円以下であるとき

240万円以下であるとき

330万円以下であるとき

450万円以下であるとき

450万円を超えるとき

減 免 割 合

全　　 郎

１０分の８

１０分の６

１０分の４

１０分の２

農業所得と他の

所得がある鳩合

上記の減免基拳で計算した減免割合に、きらに農業所得と農業所得以外の所得（給与等）の割合を

乗じて町県民税の所得割、国民健康 保険税について減免します。

適　用　除 外 ①冷害による被害か３割未満の場合

②前年の合計所得か６００万円以上

③農業所得以外の所得（給与等）が２４０万円を超える場合

減 免 の 手 続 冷害により税め減免を受けようとする方は、次により申請手続きをして下さい。

1｡申請期間・時間 11月 日 ( 金）まで（午前９時～午後４時まで）

（土、日曜、祝日は除く）

2｡申請受付場所 国見町役場税務課

3｡持参していただくもの ・いんかん

・被害の事実を証明する書類（農協、養蚕組合、青果物集荷業者等が発行

する証明番）※水稲については不要

〈不明の点は．税務牒におたずねください〉



生活型公害を考える

あなたは被害者?

それとも加害者?

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
決
め
手
は

日
ご
ろ
の
付
き
合
い

工
場
か
ら
の
騒
音
や
振
動
、
水
質
汚
濁
や
地
盤
沈
下
－

こ

れ

ら
の
公
害
は
、
法
律
に
よ

る
規
制
や
企
業
努
力
も
あ
っ
て
か
な
り

改
善
さ
れ
、
苦
情
件
数
も
年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
半
面
、

都
市
化
の
進
展
や
国
民
の
環
境
意
識
の
高
ま
り
な
ど
か
ら
、
近
隣

騒
音
な
ど
の
「
生
活
型
公
害
」
に
よ
る
苦
悁
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
生
活
型
公
害
の
特
徴
を
み
な
が
ら
、
そ

の
現
状
と
対
策
を
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

生
活
型
公
害
の

特
徴
を
知
ろ
う

う

る

さ

い

、

奥

い

。

汚

い
　
　

こ

れ

ら

は

、

公

害

。
占

情

を

。、・‥

い

表

す

と

き

に

使

わ

れ

る

、

代

表

的

な

’。‐
い
蘖

で

す

。

生

活

型

公

書

の

場

介

む

、

こ

の

例

に

も

れ

ま

せ

ん

。

動

拘

の

叫

き

声

や

フ

ン

、

テ

レ

ビ

や

ク

ー

ラ

ー

の

斤

な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な

こ
と

が
。
迷
惑

゛

と
し

て
？

げ
ら
れ
て

い
ま

す
。

さ
て
、
こ

う
し

た
生
活

型
公
巾
‥
の

持

徹

と
し
て

、
従
来

の
産

業
９
・公
申
‥

と
は
異

な

る
点

が

い

く
つ

か
あ

り
ま

す
。

●
だ
れ
も
が
被
害
者
に
な
り
う
る
し

加
書
者
に
も
な
り
う
る

テ
レ
ビ
や
ス
テ
レ
オ
の

Ｈ`
を
人
き

く
し
て
聴
い
た
り
、
ド
ア
を
９
い
よ

く
閉
め
る
Ｉ

こ
れ
ら
は
、
自
分
で

も
無
恵
贏
の
う
ち
に
し
て

い
る
こ
と

が
よ
く
あ
り
ま
す
。
自
分
が
聞
か
さ

れ
る
立
鳩
の
と
き
は
「
う
る
さ
い
」

と
思
う
の
に
、
発
乍
源
に
な
っ
て
い

る
と
き
に
は
気
が
付
き
に
く
い
も
の

で
す
。

●
近
所
付
き
合
い
の
程
度
が

‘
被
害
感
・

を
左
右
す
る

知

っ
て

い
る
人
な

ら
相
談

し
や
す

い
が
、

知
ら

な

い
人

と
な

る
と
・：
…

隣
近
所

の
付
き
（
‥
い
が
あ
ま

り
な

い

と
。

こ
う
し

た
意
螽

か
ら
ト
ラ

ブ

ル

が
兒
ｔ

し
が
ち
で

す

。
隣
近

所
と
の

コ
ミ
ュ
・一
ケ
ー

ンヽ
ヨ
ン
ーり
あ

り
方
で

被
山
感

は
変

わ
る
よ

う
で

す

。

●
影
響
範
囲
が
狹
い

Ｍ

’．卜
な
ど
の

発
乍

す
る
場

所
の
ま

わ
り
の

数
軒

は
う

る
さ

い
が
、
そ
の

他
の
家
で

は
彬

皆

が
な

い
と

い

っ
た

よ
う
に
、
公
害
に
よ
る
被
害
の
範
囲

が
狭
い
ヶ
Ｉ
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。ま

ず
家
庭
内
の

発
生
源
を
チ
ェ
ッ
ク

こ
れ
ら
の
特
徴
を
兄
て
も
わ
か
る

よ
う
に
、
生
活
剛
公
害
に
は
感
覚
的
・

心
叩
的
な
被
害
が
多
い
よ
う
で
す
。

そ
の
点
、
注
意
す
れ
ば
防
げ
る
も
の

が
多
い
こ
と
も
嘔
実
で
す
。

ま
ず
、
日
常
生
活
を
振
り
返
っ
て
、

そ
の
公
肖
の
発
生
源
を
搜
し
て
み
ま

し
よ
う
（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
参
照
）
。

い
ま
ま
で
、
気
に
卍
め
な
か
っ
た
よ

う
な
行
為
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

例
え
ば
自
分
に
と
弓
て
は
『
快
感
』

と
な
る
ｉＵ
楽
も
。
他
人
に
と
っ
て
は

「
騒
音
公
害
」
と
し
か
な
ら
な
い
鳩

合
も
あ
る
の
で
す
。

生活型公害チェック･リスト

あなたは発生源に

なっていませんか �YES�NO

ａ ぶ夜，早朝に長励間

アイ･jリンク'を１る．�-

2  ,  る 第に,亀呂なとの

尽 乱だしている
� �

‾ 　

１

一 一 = - ●

③ 団だの亨内や陪段の

ｌ こり１ りで大きい足

ｓ をｧこてる， �-

4 広 お てくまでにきや

かにゲ一一一ムなとをｊ　

ること力ヽ多い

･5･ テしに・ステレ'オを　　

ごきな翁で聴ぃてぃ　　　　 ｉ

り　　　　　　　　　　 ｜
伍,I勢いよくドアや窓を

｜　　開閉ｊ る
’７一犬などのペット

が庭　　

て長時間ほえた（

｜　　鵈いたりＴる

��｜
｜

⑧ 雇濯喰のモーターの

音が大きい,， �

�，

｜
(9･ jUでピアノを弾くが

賜音ﾇヽ t策は考えたこ

とかない_
�

Ｏ
≪

⑩ クーラー-を人が寝静
｜ ま つだ深夜までつけ

ている
�

｜

１

⑩ ペットのフンを戸ち

帰らない ，

⑩ 指定日以外にゴミを

出す、



ふるさとの文化財

56

泉 田 舘 跡
(畦田屋敷 か)

菊　池　利　雄

安
禎
屋
敷
（
前
田
舘
）
の
南
西
約

四
〇
〇
Ｕ

、
現
在
、
大
部
分
は
東
北

縦
貫
自
動
車
道
の
敷
地
と
な
っ
て
し

ま

り
た
が
、
旧
泉
田
村
宇
寺
前
の
安

積
貞
雄
、
紺
野
忠
蔵
両
氏
の
旧
宅
地

一
帯
の
地
は
、
小
坂
村
地
籍
図

心
皿

９

｝
や
古

い
航
空
写
真

を
　
十

に
よ
っ
て
検
討
す
れ
ば
、
一
辺
か
約

九
〇
Ｍ
の
方
形
舘
地
割
が
検
出
さ
れ
、

以
・
下
こ
の
舘
を
泉
田
舘
（
仮
称
）
と

呼
び
、
若
干
の
考
察
を
試
み
て
み
よ

こ
の
地
城
は
半
田
山
系
に
源
を
発

し
、
東
漉
す
る
沌
川
・
忤
祓
川
な
ど

に
よ

Ｊ

。、形
成
さ
れ
た
緩
帆
を
示
す

筏
合
扇
状
地
上
に
立
地
し
、
ほ
ぼ
Ｉ

〇
〇
Ｕ
の
等
商
線
に
沿

っ
て
、
北
側

ｔ

歌
丸
屋
敷

ぬ

臂

頡
？

・
前

田
舘
４
Ｅ
Ｅ
り

。
そ
し
て
こ
の
泉
田

舘

心
丿

融

皿
）」と
並
び
、
伊
達
氏
家

臣
団
の
構
成
か
ら
み
れ
ば
、
譜
代
と

し
て
も
比
較
的
断
参
の
舘
主
に
よ
っ

て
、
占
め
ら
れ
て

い
た
よ
う
に
み
ら

れ
る
。

天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
の
。

『
伊
達
睛
宗
采
地
下
賜
録
』
に
よ
れ

ば
、
前
田
舘
の
舘
主
で
あ
っ
た
安
積

（
伊
藤
）
金
四
郎
の
庶
流
と
思
わ
れ

る
安
積
孫
右
衛
門
は
。
天
文
の
乱
に

お

い
て
伊
達
睛
宗
に
味
方
し
、
乱

後
加
恩
地
の
下
賜
に
あ
ず
か
っ
て
お

り
、
『
伊
達
西
根
、
飯
（
半
）
田
の

内
、
安
積
二
郎
左
衛
門
分
七
百
刈
同

屋
敷
、
同
耶
前
田
の
内
、
千
百
刈
、

北
半
田
の
内
、
水
口
六
が
刈
。
畠
中

在
家
、
山
岸
在
家
、
同
郡
内
谷
の
内
、

述
藤
将
監
分
屋
敷
手
作
、
井
内
谷
彦

四
郎
分
、
百
五
十
畠
。
泉
田
の
内
。

田
手
斡
か

分
ヽ

く
ら
（
畦
）
田
屋
敷

一
問
粐
下
』
と
あ
る
。

こ
の
内
泉
田
の
く
ら
田
屋
敷
は
、

現
在
の
畦
陬
付
近
に
あ
っ
た
屋
敷
（

舘
）
と
考
え
ら
れ
、
滝
川
の
分
派
川

で

あ

る

玉

川

を

は

さ

ん

で

、

北

側

は

寺

的

、

南

側

は

畦

田

｛

前

｝

と

な

『

て

お

り

．

畦

川

地

内

か

ら

は

舘

状

地

割

は

検

出

さ

れ

ず

、

前

述

の

よ

う

に

寺

前

の

地

の

方

形

舘

か

畦

田

屋

敷

と

み

る

こ

と

か

で

き

る

．

寺

前

は

泉

秀

寺

の

前

を

意

味

す

る

地

名

で

あ

り

．

こ

の

寺

は

髀

洞

宗

置

瞞

鄒

米

沢

束

源

￥

の

汞
ｙ

で

．

慶

長

．．
．
年

り
Ｉ
（

一

六

い
Ｉ

四

）

米

沢

―

士

の

大

滝

信

安

厭

翦

．

齡

】
に

よ

う

て

創

立

さ

れ

た

（
Ｅ
ｙ

一
）

こ

と

か

ら

、

寺

前

の

地

は

中

世

に

お

い

て

は

畦

田

に

含

ま

れ

て

い

た

と

も

考

え

ら

れ

、

畦

剛

は

棚

田

状

の

地

形

で

、

田

圃

の

広

さ

に

比

校

し

て

大

き

な

畦

の

多

い

こ

と

に

山

来

し

た

地

名

で

あ

ろ

う

．

天

文

の

乱

以

前

の

畦

ｍ

屋

叡

の

田

手

球

人

は

本

来

伊

達

崎

氏

、

伊

達

氏

の

始

祖

朝

宗

の

六

男

実

綱

を

祖

と

し

、

嫡

流

の

伊

達

氏

と

紛

れ

や

す

い

と

し

て

．

の

ち

に

田

手

氏

に

改

め

て

お

り

、

こ

の

時

期

の

当

主

は

宗

允

、

隼

人

は

そ

の

庶

流

で

あ

ろ

う

．

伊

達

仙

宗

方

で

あ

っ

た

隼

人

は

乱

後

畦

田

屋

敷

の

没

収

を

う

け

、

安

積

源

左

衛

門

に

下

賜

さ

れ

て

い

る

．

天

正

十

九

年

（

一

五

九

〇

）

伊

達

畋

宗

の

大

崎

移

封

の

際

、

安

積

家

は

こ

れ

に

従

っ

た

か

ど

う

か

は

明

ら

か

で

な

い

が

、

安

積

貞

雄

家

は

こ

の

舘

地

に

と

ど

ま

り

た

後

裔

の

家

系

で

あ

ろ

う

’

番

考

文

献

『

広

報

く

に

み

』

一

八

四

号

所

収
　

『

安

積

Ｍ

敷

跡

』

国
保
コ
ー
ナ
ー

1
1
月
９
日
～
1
5
日

全
国
糖
尿
病
週
間

年
に
一
度
は
必
ず
検
査
を
!
!

鱗
尿
病
を
患
っ
て
い
る
人
か
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
主
な
原
因
と
し
で

は
、
運
動
不
足
や
カ
ロ
リ
ー
の
取
り

過
ぎ
に
よ
る
肥
満
か
挙
げ
ら
れ
て

い

ま
す
。
ま
た
、

ご
く
ま
れ
に
ス
ト
レ

ス
、
感
染
症
な
ど
が
引
き
金
と
な
っ

て
発
病
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

糖
尿
病
の
症
状
で
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
の
は
、
『
の
ど
か
渇
く
』
『
体

か
だ
る
い
』
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
症
状
は
単
な
る

疲
れ
と
錯
覚
し
が
ち
で
、
発
見
が
遅

れ
て
悪
化
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
例

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

症
状
が
で
に
く
く

知
ら
な
い
う
ち
に
病
気
が
進
行

糖
尿
病
で
恐
ろ
し
い
の
は
、
自
覚

症
状
か
で
に
く
い
た
め
、
知
ら
な
い

う
ち
に
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

『
ト
イ
レ
に
行
く
回
数
か
多
い
』

な
ど
の
碇
状
が
で
た
と
き
は
。
す
で

に
病
気
か
進
行
し
て
い
る
状
態
で
す
。

す
ぐ
治
療
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
放
置
し
て
お
く
と
脳
。
目
。
心

臓
、
じ
ん
臓
な
ど
の
細
か
い
血
管
が

硬
く
な
り
。
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど

の
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
、
最
悪
の

場
合
は
死
に
至
り
ま
す
。
し
か
し
帖

尿
病
は
、
治
療
を
受
け
て
医
師
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
守
れ
ば
。
通
常
と
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
生
活
か
で
き
る
病

気
で
す
。

「
自
分
は
糖
尿
痢
で
は
な
い
」
と

思
り
て
い
て
も
、
年
に
一
度
は
必
ず

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

国
保
一
日
人
間
ド
ッ
ク
の

二
次
受
検
者
を
受
付

一
、
検
査
期
日

昭
和
6
3年
1
2月
初
旬

二
、
検
診
場
所

公
立
藤
田
総
合
病
院

三
、
検
診
内
容

理
学
、
呼
吸
器
、
循
環
器
系

腎
機
能
、
胃
脇
系
、
肝
機
能
．

糖
尿
病
、
血
液
系
、
限
底
検
査

四
、
対
象
者

国
保
被
保
険
者
で
、
4
0歳
か
ら
5
9

歳
ま
で
の
男
女
3
5名

今
回
は
、
過
年
度
に
国
保
一
日

人
間
ド
ッ
ク
を
受
検
し
た
方
も

受
付
け
ま
す
。

五
、
経

費

受
検
者
負
担
七
千
五
百
円

六
、
申
し
込
み
方
法

1
1月
2
5日
ま
で
経
費
を
添
え
て
、

役
場
保
健
課
国
保
係
ま
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。



特
設
人
権
相
談
所

を
開
設

福
島
地
方
法
務
局
。
福
島
人
権
廉

蹼
委
員
協
議
会
及
ぴ
町
で
は
、
次
の

と
お
り
無
料
符
設
人
権
相
駁
所
を
閧

設
い
た
し
ま
す
。

一
、
日
　
時

1
2月
６
日
（
火
）

午
前
1
0時
～
午
後
３
時

二
、
鳩
　
所

国
見
町
公
民
館
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

○
学
校
、
職
場
の
問
題

○
家
族
の
問
題

○
近
隣
関
係
の
問
題

相
談
内
容
は
す
べ
て
秘
密
で
す
の
で
、

困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
か
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

遺

族
援

護
・
恩

給

業
務

巡
回
相
談
会
を
開
催

一
、
相
談
内
容

Ｈ
戦
傷
者
援
護
閲
係

○
手
恨
の
請
求
に
つ
い
て

○
療
養
給
付
、
補
装
具
交
付
、
各

種
減
免
に
つ
い
て

日
戦
没
者
遺
族
援
護
関
係

○
遺
族
年
金
、
遣
族
給
与
金
に
っ

い
て

○
特
別
給
付
金
、
弔
慰
金
に
っ
い

て

日
旧
軍
人
恩
給
関
係

○
普
通
恩
給
、
一
時
恩
給
、
一
時

金
、
扶
助
料
に
つ
い
て

○
傷
病
恩
給
に
つ
い
て

○
軍
歴
を
有
す
る
者
で
外
国
政
府
、

特
殊
法
人
、
特
殊
機
関
な
ど
の

勤
務
に
つ
い
て

二
、
日
時
及
び
会
鳩

1
2月

―
日
（
木
）

午
前
９
時
3
0分
～
午
後
３
時

保
原
町
中
央
公
民
館

Ξ
、
そ
の
他

出
席
者
は
相
談
内
容
に
間
す
る
資

料
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

”
そ
の
火

そ
の
時

す
ぐ

始

末
！
”

～
秋
の
火
災
予
防
運
動
～

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二

日
ま
で
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予

防
運
動
か
実
施
さ
れ
ま
す
．

こ
の
運
動
は
、
日
一
日
と
寒
さ
か

増
し
、
こ
た
つ
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

火
気
施
設
が
多
く
使
用
さ
れ
る
季
節

を
迎
え
、
悲
惨
な
火
災
の
発
生
と
死

傷
者
や
大
切
な
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

た
め
に
行
わ
れ
ま
す
．

万
一
、
火
災
か
発
生
し
た
鳩
合
、

初
期
消
火
は
私
た
ち
住
民
の
錐
務
で

す
．
ど
ん
な
火
災
で
も
は
匕
め
は
小

さ
な
火
、
消
火
器
の
正
し

い
使
い
方

を
マ
ス
タ
ー
し
て
、
火
災
か
ら
尊
い

生
命
や
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
．

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
．
職
掛

や
家
庭
で
反
復
訓
練
す
る
こ
と
か
た

い
せ
つ
で
す
．
防
災
訓
練
な
ど
か
実

施
さ
れ
る
時
は
、
積
極
的
に
参
加
し

て
消
火
器
を
実
際
に
使
っ
て
み
ま
し

消
火
器
を
備
え
る
ポ
イ
ン
ト

消
火
器
は
、
取
り
出
し
や
す
く
、

い
っ
も
日
に
つ
く
所
に
置
き
ま
し
ょ

う
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

▽
火
を
使
っ
て

い
る
台
所
や
風
呂
場

か
ら
、
あ
ま
り
雌
れ
て

い
な
い
所

に
股
置
し
ま
し
ょ
う
。

▽
直
射
日
光
か
当
た
ら
ず
湿
気
の
少

な
い
所
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

▽
棚
の
上
や
押
入
れ
の
中
、
物
の
間

に
は
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ

1
1月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」

「
災
杏
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
り
て

く
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
．
皆
さ
ん
の

生
活
を
よ
り
一
層
安
全
な
も
の
に
す

る
た
め
、
消
防
を
正
し
く
理
解
し
。

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
1
1月

９
日
を

『
－

１
９
番
の
日
』
と
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

『
１
１
９
番
』
は
火
災
の
発
生
や

救
急
要
請
す
る
掛
合

に
限
り
。
消
防

署
と
皆
さ
ん
を
結
ぶ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

で
す
。
一
分
一
秒
を
争
ゲ
通
報
内
容

か
正
確
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
被
害

を
少
な
く
す
る
も
っ
と
も
有
効
な
手

段
で
す
。

消
防
署
に
通
報
さ
れ
ま
す
と
。
通

信
担
当
者
が
通
報
内
容
を
誘
導
し
ま

す
。
皆
さ
ん
は
指
示
に
従
っ
て
。
次

の
要
領
で
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

○
火
事
か
・
救
急
か

○
場
所
（
で
き
れ
ば
目
標
を
）

○
火
事
・
救
急
の
概
要

○
あ
な
た
の
氏
名

○
今
、
使
っ
て
い
る
電
話
番
号

皆
さ
ん
．
あ
わ
て
ず
正
確
に
通
報

し
て
く
だ
さ
い
．

伊
達
地
方
消
防
組
合

中
央
消
防
署
西
分
署

租
税
教
室
を
開
催

◇
と

き
　
十
一
月
三
十
日
（
水
）

午
後
一
時
三
十
分

◇
と
こ
ろ
　
国
見
町
公
民
館
（
町
民

福
祉
セ
ン
タ
ー
）

◇
内

容
　

”悦
”
全
般
に
つ
い
て
。

消
賢
税
の
あ
ら
ま
し
等

◇
講

師

仙
台
国
税
局
広
報
専
門

官
ほ
か

◇
主

催

国
見
町
納
税
貯
蓄
組
合

連
合

会

※
お
気
軽
に
お
出
て
く
た
さ
い
。

十
一
月
は
、
税
を
知
る
週
間
の
月

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
も
『

税
』
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

年
末
調
整
説
明
会

○
日
時

十
一
月
二
十
一
日
（
月
）

午
後
一
時
三
十
分

○
会
場

桑
折
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

年
末
調
整
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に

と
っ
て
確
定
申
告
に
代
わ
る
大
切
な

手
続
き
で
す
．

源
泉
徴
収
を
さ
れ
て

い
る
事
業
所

等
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
．

今
月
の
納
税

十
一
月
は
、
固
定
資
産
税
（
第
四

期
）
の
納
税
の
月
で
す
．

納
期
内
（
十
一
月
三
十
日
ま
で
）

に
納
入
し
ま
し
ょ
う
／・



ご
利
用
く
だ
さ
い

国
の
進
学
ロ
ー
ン

今
年
度
よ
り
利
用
限
度
額
か
ア
ッ

プ
し
、
返
済
期
間
も
延
長
と
な
り
一

舸
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
．

○
利
用

い
た
だ
け

る
方

高
校
・
大
学
等
に
進
学
さ
れ
る
方

の
ご
父
讎

○
融
資
額

一
進
学
者
あ
た
り

Ｉ
〇
〇
万
円
以

内
○
返
済
期
間

五
年

以
内

○
利
率

年
五
・
七
％

○
返
済
方
法

毎
月
元
利
均
等
返
済
。
ま
た
は
、

融
資
額
の
二
分
の
一
以
内
で
ボ
ー

ナ
又
月

こ

月
・
七
月
）
増
額
返

済
を
併
用
で
き
ま
す
。

返
済
月
額

【

○

○
万

円

�

八
（

）万

円

�
丘
○
万
円

� ．，
訂

にに４

』
　

三
　

牟

三
一
、
〇

七
九
円

� 二

四

、八

六
一一
．円

�
一
五
、
五

三
九
円

．
九
、
四

七
囚
円

�
．
五
、
五
匕

九
円

�

九
、
七
三

七
円

�

八
　
年

た

と
え

ば
、
一
〇
〇

万
円

を
五
年

返
済
で
利

川

し
た
場
合

、
利
息

の
総

支
払
額

は
、

一
四
八
、

九
六
六

円

（

一
年

当
り
、

二
七
、

七
九
三

円
ｙ

で

す
。騨

し
く

は
、
国
民

金
融

公
庫
福

鳥

支
店

（

釁
二
三
－

二

三
四

こ

ま

た

は
国

見
町

商
工
会

（

酋
八

五
－

二

二

八
〇

）

に
お
閥

い
｀
口
わ
せ
く

だ

さ

い
。

オ
ー
プ
ン

森
江
野
町
民
セ
ン
タ
ー

阿
武
隈
川
上
流
流
域
下
水
道
岡
辺

対
策
事
業
と
し
て
、
徳
江
字
下
谷
地

田
地
内
に
建
設
か
進
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
『
森
江
野
町
民
会
館
』
「
森
江

野
体
育
館
」
か
完
成
し
、
十
月
二
十

日
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
’

こ
れ
ら
の
施
設
全
体
の
名
称
を
「

岡
見
町
森
江
野
町
民
セ
ン
タ
ー
」
と

称
し
て
、
地
域
の
交
流
を
は
か
り
、

敏
養
や
趣
味
を
深
め
る
と
と
も
に
、

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
健
康
な
体
を
つ

く
る
よ
う
、
人

い
に
ご
利
用
く
ざ
さ

い
。

使
用
方
法

一
、
使
用
申
込
み

○
森
江
野
町
民
会
館
に
申
舗
し
て

く
だ
さ
い

二
、
使
用
時
間

○
午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
三
十

分
ま
で

○
浴
室
（
人
浴
）
に
つ

い
て
は
、

午
的
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

三
、
休
館
日

○
毎
週
水
曜
日
（
水
曜
日
か
国
民

の
睨
臼
に
あ
た
る
と
き
は
そ
の

翌
日
）

○
年
末
年
始
（
卜
二
月
二
十
九
日

～
一
月
三
日
》

四
、
使
用
料

○
浴
室
（
入
浴
）
一
人
あ
た
り
百

円
○
浴
室
以
外
は
町
民
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
町
民
体
育
館
と
ほ
ぼ
同
じ

収
り
扱
い
で
す
。

※
な
お
、
森
江
野
町
民
会
館
の
電
話

番
号
は
八
五
一

五
七
九
九
で
す
。

▲オープンした町民会館と体育館

戸 籍 の 窓 口
(10 月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名 保 観 者　 部 落

美由紀(み ゆ き)仲野 正一 泉 田 上

景 子(liい こ)酒井 邦雄 高　 域

なつみ　　　　 浅野 正宏 源宗山東

羹 保(み　| 幻大沼 隆雄 耕　 谷

未 奈(み　 なl古jll孝趨 宮　 東

結婚おめでとうございます

氏　　 名

小 西　　勇

渡 辺 みどり

佐 藤 弘 之

内 山 里 美

宍 戸 仁 志

Ｍ 永 亮 子

部 落

大 町 市

T一葉 県

鵑　 ｍ

福 鳥 眼

痢　 七

欄 島 市

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　 年齢　　 部 落

一 條 裨太郎　　86　　 太 ｍ 川

高 原 忠　七　　50　　｡ 叫　 取

安 藤　ア　キ　　 フ8　　 前　|11

菊 地 フ　ミ　　55　　 肖 町 北

佐 藤　ミ　ツ　　64　　 石毋ｍ柬

遠 藤 フ　ク　　61　　 光 明 寺

菊 地 ヨ　ツ　　65　　 端 十 一

松 浦 祷 藏　　67　　 築　 舘

後 藤 豊 杳　　78　　 小　 坂

井 砂　イ　ト　　80　　 北　 部

人 口 と 世 帯

11月１日現在(前月比)10月中のうごき

人
　
　

口

･  男 5 ,  787 人 （－ ７ ）

女6.245 人(  十 2  》

斟12,032 人 （－ ５ ）

世帯 数2  , 9 四戸 く－ ２）

転 入15 人

転 出.15 人

出　生　5 人

死　亡　10人

心配ごと相談日
場所：役場二諸相談 室 ・ 入口●らお入り-FIい|

時 間：９時～12 時

こまったことや,･相談ごとがありま廴たら。

お気曜 にご相 蹊 下さい。秘密は絶対に守ります。

〔相鮫 員〕

11月25 日 (金）高橋 隆雄・佐藤 八重子

12月 ５日（月） 古川 弥吉・占田とし子

12月15 日 (木）粲沢　 正・山内 聡子

11月　霜月（しもつき）

22日関小　 雪

23日伽動労感附の日

24 日　 月

26日出全国火災予防運助

12月　 師走（しわす）

１日側 歳末助け合い運動

４両日｝人権遇 間

７日伽大　 曾

８日閑針供養



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

08  5 ｰ 2  6

（有》 4  1  5  6

滝
川
ク
ラ
ブ
が
二
連
勝

～
町
長
杯
ソ

フ
ト

ボ
ー
ル
人
会
Ｉ

公
民
館
、
町
体
協
土
催
の
第
六
回

町
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
か
。
九

月
十
三
日
か
ら
十
月
十
三
日
ま
で
の

一
ヶ
月
間
県
北
中
グ
ラ
ン
ド
で
ナ
イ

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
は
、
雨
の
日
か
多
く

延
期
、
変
更
の
連
続
と
な
り
、
ま
た

寒

い
な
か
三
十
チ

ー
ム
か
参
加
し
て

熱
戦
か
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

優
勝
し
た
滝
川
ク
ラ
ブ
は
昨
年
に

っ
づ
い
て
の
連
勝
で
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
・

優

勝

滝
川
ク
ラ
ブ

準
優
勝

徳
江
巾
部
チ

ー
ム

第
三
位

宮
北
チ
ー
ム

″
　

光
明
寺
チ

ー
ム

優

勝
″

源
宗

山

チ

ー
ム

Ｉ
国
見
町
一
周駅

伝
人

会
～

秋
晴
れ
の
十
一
月
六
日
、
第
十
二

回
町
内
一
周
駅
伝
竸
走
大
会
か
、
一

般
の
郎
十
ニ
チ
ー
ム
、
中
学
の
部
六

チ
ー
ム
に
加
え
、
今
回
新
し
く
職
場

職
城
の
部
、
商
校
の
部
を
設
け
ま
し

た
が
、
参
加
チ
ー
ム
が
ミ
チ
ー
ム
と

少
な
く
オ
ー
ブ
ン
参
加
と
な
り
ま
し

た
。

午
前
九
時
開
会
、
大
会
艮
の
蓬
田

教
育
長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
宍
戸

二
郎
町
議
会
議
畏
の
貎
辞
に
っ
づ
い

て
的
年
度
姫
勝
の
小
坂
Ａ
チ

ー
ム
佐

藤
孝
男
選
手
の
力
強
い
選
手
穴
誓
、

午
加
十
時
じ
砲
と
と
も
に
一
斉
に
役

場
前
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
．

収
穫
の
終
っ
た
町
内

．
周
二
．一
丁

五
㎞
の
コ
ー
ス
を
各
チ
ー
ム
か
健
脚

を
晩

い
あ
い
ま
し
た
．

選
手
潼
は
．
沿
道
に
っ
め
か
け
た

町
民
の
み
な
さ
ん
の
声
援
を
受
け
な

か
ら
精
い
っ
ぱ
い
力
を
だ
し
き
り
、

令
員
タ
ス
キ
を
り
な
ぎ
ま
し
た

選
手
の
皆
さ
ん
御
筈
労
瞞
で
し
た

成
積
は
次
の
と
お
り
で
す
、

○
一
般
の
部

俸

勝

源
宗
山
チ
ー
ム

一
時
問
二
丘
分
三
卜
秒

凖
優
勝
　
石
心
Ⅲ
チ
ー
ム

‐１
時
川
二
九
分
ト

ー
秒

第
二
位

光
明
寺
チ
ー
ム

一
時
間
．一
九
分
二
六
秒

○
中
学
生
の
部

優

肪

藤

田
み
Ｂ

チ

ー
ム

一

時
間
二

瓦
分

○
七
秒

準
優
勝

藤

川
」″
Ａ

チ

ー
ム

一

時
間
二

八
分

○
四
秒

第
．．．位

大

木
．尸
チ

ー

ム

一
時
間
一
．’九
分

五
卜
秒

○
職
鳩
職
域
の
部

特
別
賞
　

４

Ⅲ
総
（
目
病
院
ん
チ

ー
ム

一
時
川

．
．
川
分
瓦
£

秒

★
区
間
賞
（
一
般
の
郎
の
み
掲
載
）

一
区

村
ｈ
俊
弘
（
徳
江
南
）

二
区
　
斎
藤
佳
代
子
（
源
宗
山
）

三
区

商
村
義
孝
（
源
宗
山
）

四
区

佐
藤
　

仁
（
石
母
田
Ａ
）

五
区

松
浦
裕
貴
（
大
木
戸
）

六
区

渋
谷
和
洋
（
光
明
寺
）

七
区

鈴
木
純
治
（
人
技
ａ

）

八
区

斎
藤
松
男
（
源
宗
山
）

九
区
　
渡
辺
浩
行
（
源
宗
山
）

十
Ｋ

志
村
清
司
（
商
　
城
）

▲優勝した滝川クラブ

▲２１チームが参加した駅伝大食

青
少
年
健
全
育
成

剣
道
大
会
開
か
れ
る

国
見
町
・
桑
折
町
主
催
の
｀
″
少
年

健
煢
介
成
剣
道
大
会
か
、
十
月
卜
六

卩
桑
折
町
町
民
体
育
郎
で
闘
催
さ
れ

ま
し
た
．

こ
の
大
会
は
、
青
少
年
の
健
全
育

成
と
、
相
互
の
親
睦
と
心
身
の
鍛
錬

を
図
る
こ
と
を
日
的
に
、
毎
午
行
わ

れ
て
い
ま
す
．

四
見
町
の
選
手
は
日
頃
の
練
習
を

存
分
に
発
揮
し
．
九
種
日
中
六
種
目

に
優
勝
す
る
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
成

績
を
お
さ
め
ま
し
た
．

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
、

○
団
体
戰

▽
小
乍
生

低
学
年

こ

～
三
年

）

①
川
見

②
桑
折
Ａ

③

桑
折
Ｃ

▽
小
乍

生
高
学
年

（
四

～
べ
年

）

①
国
見
Ａ
　

・忿
・
桑
折
Ａ

③
国

見
Ｂ

▽
中

乍
生

（

　
亡
　）

①
釀
芳

中

・忿
・
県
北
巾

ｊ
・
県
北

中
Ａ

▽
中
学
生
（
女
子
）

①
県
北
中
Ａ
　

②
醸
芳
中
Ａ

③
県
北
中
Ｂ

○
個
人
戦

▽
小
学
生
（
一
、
二
年
）

①
大
和
田
明
日
笑
Ｍ

②
古
川
角
栄
吻
③
渋
谷
井
広
洳

▽
小
学
生
（
三
．
四
年
）

①
平
井
裕
伸
洳
②
佐
藤
恵
美
㈲

③
斎
藤
健
一
Ｍ

▽
小
学
生
（
五
、
六
年
）

①
瀬
戸
裕
二
叫
②
古
田
和
正
側

③
曳
地
猛

▽
中
学
生
（
男
子
）

①
人
塚
和
彦
叫
②
須
田
浩
元
陶

③
瀬
戸
和
彦
陶

▽
中
学
生
（
女
子
）

①
川
名
久
美
子
洳

②
平
井
由
佳
理
洳
③
反
田
智
佐
洳

婦
人
の
た
め
の

テ
ー
ブ
ル

マ
ナ

ー
開

催

昨
年
好
評
で
し
た
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ

ー
を
、
今
年
も
実
施

い
た
し
ま
す
。

婦
人
の
み
な
さ
ん
お
気
鰹
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。記

０
日
時
　
十
二
月
一
二
日
…田

午
俊
六
時
～
八
時

ｃ

鳩
所
　
凶
見
町
公
民
館
講
堂

∩
」
メ
ニ
ュ
ー
　
フ
ラ
ン
ス
料
理

０
会
費
　

ご
べ
五
〇
〇
円

０
定
員
　
四
卜
名

０
申
込
締
切
　
十
一
月
二
十
六
日
出

ご
申
込
先
　
国
見
町
公
民
館

｛
電
話
で
も
可

酋
八
五
－

二
六
七
六
｝



「
奥
の
細
道
」
を
辿
る

渡
　
辺
　

ア
イ
子

成
人
学
級
の
十
月
の
学
習
と
し
て
、

一
泊
二
日
の
研
修
旅
行
か
行
わ
れ
ま

し
た
。
来
年
は
松
尾
芭
蕉
の
奥
の
細

道
三
百
年
な
の
で
、
記
念
す
べ
き
年

を
的
に
芭
薫
の
気
持
ち
に
あ
や
か
る

つ
も
り
で
。
最
上
川
の
舟
下
り
、
か

っ
て
の
豪
農
本
間
邸
見
学
や
善
宝
寺

及
び
湯
殿
山
も
う
で
な
ど
内
容
豊
か

な
研
修
で
し
た
。

十
月
二
十
六
日
午
前
七
時
公
民
館

を
出
発
、
高
速
道
路
を
北
上
、
国
指

定
重
要
文
化
財
封
人
の
家
を
見
学
し

ま
し
た
。
こ
の
時
、
芭
蕉
は
雨
に
見

舞
わ
れ
、
三
泊
程
滞
在
さ
れ
た
と
か
。

芭
蕉
は
こ
こ
で
。
数
々
の
句
を
詠
ま

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
次
は
最
上
川

の
舟
下
り
。
昼
食
の
弁
当
を
抱
え
屋

形
舟
に
乗
り
込
む
パ
紅
葉
は
期
待
し

た
程
鮮
や
か
で
は
な
く
か
っ
か
り
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
流
れ
行
く
舟
か

ら
は
、
船
頭
の
お
国
自
慢
の
花
笠
青

頭
や
、
最
ｈ
川
舟
唄
な
ど
豊
か
な
美

声
に
最
上
川
舟
下
り
な
ら
で
は
の
情

繍
を
心
ゆ
く
ま
で
満
喫
し
ま
し
た
。

五
十
分
ほ
ど
で
、
最
上
川
の
舟
ド
り

に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

次
は
本
間
美
術
館
に
足
を
運
び
、

名
工
柿
右
工
門
の
陶
器
を
見
て
、
十

円
代
も
の
艮
い
間
の
品
々
か
陳
列
さ

れ
時
代
の
変
遷
を
物
語
る
様
で
ひ
と

し
お
感
銘
を
深
く
し
ま
し
た
。
次
に

本
間
家
旧
本
邸
を
見
学
。
か

ぶ

、
は
。

「
本
間
様
に
は
及
ぴ
も
な
い
か
、
せ

め
て
な
り
た
や
峨
様
に
」
と
云
わ
れ

て
い
た
日
本
一
の
地
主
で
。
商
業
、

金
融
、
地
主
と
三
本
立
に
栄
え
、
奢

る
事
な
く
社
会
に
農
村
振
興
に
尽
力

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
又
、
米
介
は
庄

内
平
野
の
大
半
の
米
か
貯
藏
き
れ
た

か
と
思
わ
れ
る
き
か
ト
ニ
楝
し
立
ち

並
び
、
さ
す
が
本
同
様
だ
と
感
嘆
し

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
一
路
湯
の
浜

温
廠
に
と
車
は
走
り
竹
川
ホ
テ
ル
に

投
宿
。食
会
に
は
、
蟹
の
姿
も
現
わ
れ

飲
む
程
に
酔
う
程
に
賑
や
か
な
一
夜

は
楽
し
く
糘
れ
ま
し
た
。

翌
朝
は
。
九
時
に
出
発
し
裨
宝
寺

に
向
い
、
五
百
羅
漢
を
隕
し
た
仏
像

や
ら
、
魚
の
供
養
塔
、
五
重
の
塔
な

ど
、
特
に
正
門
の
彫
刻
等
に
は
日
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

両
宝
寺
に
名
残
り
を
惜
し
み
っ
つ

湯
殿
山
に
詣
で
、
身
を
渭
め
、
素
足

で
湯
の
流
れ
る
岩
山
を
豊
り
お
詣
り

し
、
何
時
の
間
に
か
新
庄
、
庄
内
、

鶴
川
と
過
ぎ
、
先
月
開
通
し
た
笹
谷

ト
ン
ネ
ル
を
と
お
り
。
村
田
イ
ン
タ

ー
よ
り
帰
路
に
つ
き
、
二
日
間
の
行

瞳
を
有
意
義
に
終
え
ま
し

た
。

Ａ本間昊術館前で記念擇ｔ

史
跡
め
ぐ
り
に

参
加
し
て

安
　
田
　

節
　
子

十
月
二
十
六
日
秋
晴
れ
の
な
か
、

中
央
婦
人
幸
級
の
研
修
で
、
仙
台
方

而
に
史
跡
め
ぐ
り
に
出
か
け
ま
し
た
。

菊
池
利
雄
先
生
仝
講
師
に
む
か
え
、

仙
台
ｆ
巾
内
及
び
多
賀
城
市
ま
で
足
を

の
ば
し
、
一
Ｈ
を
有
意
義
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
・

朝
、
公
民
館
を
出
発
し
、
仙
台
藩

Ｌ
の
叺
所
人
午
寺
の
野
草
園
を
見
学
、

め
ず
ら
し
い
高
山
植
物
な
ど
園
の
美

し
さ
と
一
緒
に
見
て
来
ま
し
た
。

瑞
鳳
殿
は
、
伊
達
政
宗
の
御
廟
で
、

杉
の
巨
木
に
囲
ま
れ
て
桃
山
風
の
鉄

筋
の
建
物
か
威
風
を
誇
っ
て

い
ま
し

た
。
膏
は
、
日
光
東
照
宮
に
っ
ぐ
華

艇
さ
を
ほ
こ
っ
て
お
り
ま
し
た
が
空

簔
で
焼
け
て
し
ま
い
現
在
の
建
物
は

昭
和
五
十

。
年
に
建
て
ら
れ
た
も
の

だ
と
い
う
こ
と
で
す
『
。
政
宗
の
愛
用

し
た
品
物
の
数
々
、
ま
た
、
江
戸
で

政
宗
亡
き
後
ご

仙
台
に
移
す
時
に
使

っ
た
と
・
曹
わ
れ
る
座
棺
な
ど
興
味
深

い
も
の
か
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
大
崎
八
幡
神
社
、
鴨
王

寺
、
多
賀
城
跡
を
見
学
し
ま
し
た
。

陸
奥
岡
の
国
府
か
置
か
れ
て
い
た
所

と
い
う
こ
と
で
、
建
物
か
建
二

ヽ
い

な
く
と
も
、
土
塁
や
石
畳
に
、
昔
が

忍
ば
れ
ま
す
。
幅
広
い
石
段
を
進
ん

で
来
る
行
列
か
見
え
た
よ
う
な
気
か

し
て
振
り
返
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
日
、
日
一
杯
見
学
し
て
身
体
は
疲

れ
ま
し
た
か
。
も
う
一
度
い
っ
の
日

か
訪
ね
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲説明に聞き入る学級生

若
者
に

負
け
る
も
ん
か
／

高
齢
者
・
婦
人
運
動
会

恒

例
と
な
り
ま
し
た
商
齢
者
・
婦

人
運
動
会
は
、
商
齢
者
、
婦
人
が
参

加
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

ー
レ
々
／
り
ｆ
－

シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

蚌

康
増
進
と
相
互
の
観
睦
を
図
る
目
的

で
。
十
月
九
日
公
民
館
前
庭
で
約
二

百
人
か
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
委
員
長
の
蓬
田
教

育
長
の
あ

い
き
っ
、
来
賓
の
佐
藤
忠
笑
文
教
厚

生
委
員
長
の
祝
辞
か
あ
り
、
全
員
か

ラ

ジ
オ
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
た
あ
と

競
技
を
行
な
い
ま
し
た
。

競
枝
は
、
最
近
盛
ん
に
な
・
て
き

て
い
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
ま
ね
た
。

『
ゲ
ー
ト
を
通
そ
う
』

一
玉
入
れ
」

な
ど
の
地
区
対
抗
戦
、
商
令
者
に
よ

る
『
マ
ン
ボ
踊
り
』
な
ど
ユ
ニ
１
々
／

な
種
目
か
多
く
、
参
加
し
た
皆
さ
ん

は
各
種
目
に
熱
戦
を
く
り
広
げ
ま
し

た
。日

頃
の
運
動
不
足
を
解
消
し
よ
う

と
、
各
種
日
に
積
極
的
に
参
加
し
、

秋
の
一
日
を
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

快

い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

▲快い汗を漁した運動会



青
空
の
も
と全

力
疾
走

槊
八
匝
国
見
町
小
学
校
ス
ポ
ー
ツ

（
陸
上
）
交
歓
会
が
、
快
晴
に
恵
ま

れ
た
十
月
十
九
日
、
藤
田
小
学
校
グ

ラ
ン
ド
で
開
か
れ
、
児
童
た
ち
は
自

己
ベ
ス
ト
を
目
指
し
て
汗
を
流
し
ま

し
た
。

「
町
内
小
学
校
児
竃
の
親
睦
と
走

力
の
向
ｈ

を
は
か
る
と
と
も
に
、
ス

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の

精
神
を
養
お
う
‘
と
。
町
教
育
委
貝

会
。
町
教
宵
研
究
会
か
主
催
し
た
も

の
で
、
町
内
四
小
学
校
か
ら
六
年
生

百
八
十
人
か
参
加
し
ま
し
た
。
準
備

運
動
を
し
た
後
、
百
メ
ー
ト
ル
走
、

四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
な
ど
四
種
目

に
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
兇
揮
し
ま

し
た
。

児
童
た
ち
は
友
達
や
先
生
、
つ
め

か
け
た
父
兄
の
声
援
を
受
け
な
か
ら
、

各
種
目
に
力
い
っ
ぱ
い
熱
戦
を
展
開

し
ま
し
た
。

ゆ
か
り
の
地

国
見
町
に
記
念
碑

国
見

町

に
ゆ
か
り
の
深

い
、
奈
良

お
お
’`み
あｒ
ｌ
二
″

時

代
の
武

将
大

野
朝
臣
東

人

（
？
－

七
四
二

年
）

の
記
念

碑
か
、
国

見
町

鹿
島

神
社

境
内

裏
に
建

立
き

れ
ま
し

た
。大

野
朝
臣
東
人
は
。
奈
良
時
代
前

期
の
七
二
四
年
（
神
亀
）
藤
原
宇
合

に
従
『

て
蝦
爽
征
討
に
参
加
し
。
以

後
鎮
守
府
将
軍
、
睦
奥
按
察
使
と
し

て
艮
期
間
に
わ
た
り
蝦
爽
対
策
に
力

を
尽
く
し
ま
し
た
。

ま
た
。
宮
城
県
の
多
賀
城
は
東
人

の
瞳
議
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲ そ れっが んば れ.Ｘ（女子８０ ０ メートル走 ）

Ａ建立された大野朝臣柬人の記念碑

楽
し
い
体
験

稲
刈
り
実
習

雲
り
空
で
肌
寒
か
っ
た
卜
月
十
二

日
、
小
坂
小
学
校
で
児
童
全
員
か
参

加
し
て
航
刈
り
の
体
験
乍
習
を
し
ま

し
た
。

勤
労
体
験
学
習
を
と
お
し
て
、
児

童
に
勤
労
と
収
穫
の
嶌
び
を
味
わ
っ

て
む
ら
お
う
と
実
施
し
た
も
の
で
、

か
ま
を
持

。
た
児
童
た
ち
は
慣
れ
な

い
手
つ
き
で
稲
刈
り
に
挑
戦
し
て
い

ま
し
た
。

五
月
十
四
日
に
、
児
童
総
出
で
田

植
え
を
行
い
、
こ
の
日
の
帰
刈
り
を

楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
も
の
で
．
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
の
後
藤
与
志
雄
さ
ん
を
は

じ
め
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
。
そ

れ
に
先
生
の
協
力
を
得
て
。
約
一
時

間
か
か
り
で
作
業
を
終
え
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
『
私
た
ち
か
植
え
た

苗
を
、
自
分
た
ち
で
稲
刈
り
す
る
の

は
、
と
っ
て
も
楽
し
い
Ｊ
と
大
喜
び

し
て

い
ま
し
た
「
。

▲慣 れない手つきで柵刈りを体験

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
に

お
お
よ
ろ
こ
び

藤
田
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
は
、

十
月
十
八
卩
、
桑
折
町
緑
風
園
の

Ｉ

亠
れ
あ
い
農
園
‘
で
、
楽
し
い
サ
ツ

マ
イ
モ
掘
り
を
行
い
ま
し
た
、

五
月
三
十
一
日
に
．
緑
風
園
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

と
苗
植
え
を
し
た
も
の
で
、
大
き
く

育
つ
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
．

さ
っ
そ
く
畑
の
中
に
入
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
、
土
の
中
か
ら
つ
ぎ
っ
ぎ

と
掘
り
起
こ
さ
れ
た
イ
モ
を
見
つ
け

て
は
歓
声
を
上
げ
て
大
喜
び
．
平
を

ま
っ
黒
に
し
な
が
ら
大
き
な
イ
モ
を

掘
り
起
こ
し
．
持
参
し
た
ピ
‘一
Ｉ
ル

袋
に
か
か
え
き
れ
な
い
ほ
ど
つ
め
て

い
ま
し
た
．

イ
モ
擶
り
の
あ
と
、
用
意
さ
れ
た

サ
ッ
マ
イ
モ
を
さ
っ
そ
ぐ
ご
ち
そ
う

に
な
り
、
子
ど
も
た
ら
は
取
や
遊
戯

を
披
露
し
て
楽
し
い
一
日
を
遇
ご
し

ま
し
た
．

Ａ サツマイモを手に大喜びする子どもたち

編
集
日
記

卜
月
ニ
ト
ハ
日
か
ら
四
日
間
。
郡

山
市
の
南
東
北
卸
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
「
ふ
く
し
ま
・
ふ
る
さ
と
産

業
お
こ
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
8
8」
に

出
か
け
て
み
ま
し
た
。
全
国
的
に
村

お
こ
し
か
叫
ば
れ
る
中
、
県
内
各
市

町
村
自
慢
の
ふ
る
さ
と
産
品
杓
八
百

琵
十
種
か
展
示
。
即
売
さ
れ
。
国
見

町
は
り
ん
ご
（
ふ
じ
・
王
林
）
と
柿

（
ひ
ら
た
ね
な
し
肺
）
を
出
品
。
家

川
者
に
は
人
変
好
評
を
得
て
い
ま
し

た
。
わ
が
町
自
慢
の
昧
覚
、
伝
統
丁

輿
品
を
売
り
込
も
う
と
、
各
出
店
者

の
か
け
声
に
も

。
段
と
熱
か
人

二

卜

い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

（
Ｋ
）

兒
汀

・

心

集

叫

‥ｙ
’

町

企

望

　

聟

　

当

　

三

町

人

字

藤

川

字

．
Ｆ

Ⅲ

．一
２

の

１

・

九

八

九
－

．
ヒ
　

魯

・
ズ
ベ
．・
‘
一
叫

五

で

べ
．ａ

…

．
．

．

．

’
代

喪

・
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